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近組 2021-038 号 

 

2021 年 8月 4日 

学校法人 近畿大学 

理事長 世耕 弘成 殿 

近畿大学教職員組合 

執行委員長 阪本 洋三 

 

団体交渉要求書 

 

近畿大学教職員組合（以下、本組合）は、学校法人近畿大学（以下、貴法人）に対し、

中央図書館の移転にともなう諸問題について以下のように要求する。なお、この要求は包

括和解交渉の議題に含まれるアカデミックシアター問題とも関わる事案である。 

 

１． 現在、各学部で中央図書館移転についての説明会が行われているが、その資料による

と、今年度は「資料的価値の陳腐化」等を理由に約 15万冊の図書を除籍するとのこと

である。言うまでもなく、資料的価値が陳腐化したか否かの判断は学問分野によって

区々であり、15 万冊という膨大な量の図書を一律に判断することはできない。この点

については、除籍に際し教員の意見を聴取するとのことであるが、その結果、除籍予定

図書のうち多くについて除籍すべきでないという意見が出た場合はどうするのか。7月

27 日の文芸学部教員会議において八角図書館長は「柔軟に対応する」と言ったが、そ

もそも 15 万冊の除籍が移転計画の前提となっているので、例えば 10 万冊に対して除

籍すべきでないという意見が出た場合、移転計画に支障が出るものと思われる。つまり、

15 万冊除籍計画は既定事項であり、教員からの意見聴取には意味がないのではないか。

この点について説明せよ。 

２． 八角図書館長は、本組合によるツイート「近畿大学図書館で図書の大量廃棄」につい

て、「ツイッターでデマが流れている」と言ったが、このツイートは本組合に寄せられ

た複数の情報に基づいたものである。また、除籍図書は「近畿大学図書調達・管理に関

する規程」第 30 条により、売却・寄贈・移管・廃棄のいずれかの方法により処分され

ることから、例年にない 15 万冊という大量除籍図書のうち少なくない冊数が廃棄され

るであろうことは十分に推測できることでもあり、決して根拠のないツイートではな

い。本組合の情宣活動をデマ呼ばわりするからには、その根拠を明示せよ。具体的には、

廃棄以外の方法で処分する予定の図書の冊数を開示せよ。 

３． 移転説明会資料には、2016～2020 年度の除籍図書の冊数が示されていたが、それぞ

れの除籍図書の処分方法（売却・寄贈・移管・廃棄）の内訳を開示せよ。また、本組合

は、中央図書館の収容能力が限界に近付いたにもかかわらず、貴法人が収容力のある新

図書館の新設や書庫の増設を怠っていることが図書の大量除籍（廃棄）の要因であり、
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そのことは、収容力の低いアカデミックシアターに膨大な予算とスペースを費やした

こと（換言すれば、学術性よりも話題性を重視したこと）とも関わると見ている。よっ

て、アカデミックシアター設置以前の除籍状況との比較も必要であることから、ひとま

ず 2011～2015 年度の除籍図書の冊数および処分方法の内訳の開示も求める。 

４． 中央図書館の移転先である 10 号館も、東大阪キャンパス内の他の書庫・分室も収容

能力が十分とは言えず、15 万部を除籍したとしても、すでに収容冊数の上限に近いこ

とから、今後、図書の新規購入が制限されるか、新規購入と同数の図書が次々に「陳腐

化した」と称して除籍されると予想できる。これでは学知の蓄積と更新に耐えうる図書

館としての機能を大幅に縮小することとなり、学術機関としての大学の社会的責任の

放棄であるとも言えよう。閲覧席数が現在の約 1000 席から約 300 席まで大幅に縮小さ

れることとも併せ、教員の研究活動や学生の学修にも深刻な影響を及ぼすことは疑い

ない。よって、このような図書館移転計画の大幅な見直しと、そのための予算措置を求

める。 

５． 現在もある程度の図書を収容している 11月ホール地下（第 12 書庫）は、かつて駐車

場として使用されており、湿度が高く収容環境として適切とは言えないが、移転にとも

ないさらに多くの図書がここに収容されることになる。このことは、現在、中央図書館

積層書庫で書架に収容しきれない図書が床に並べられていることや、ガラス張りのア

カデミックシアターで図書が光害に晒されていること等と併せ、保存の観点からも深

刻な問題である。こうした劣悪な環境に図書を置くことに疑問を感じぬ貴法人の意識

の低さは、学術の軽視とも表裏一体であり、断じて認めることはできない。直ちに改善

せよ。 

６． 移転説明会資料には、「国内に類の無い【高層図書館】となるため、運用に際し、耐

荷重や利便性等考慮する点が多く、現在、管理部と打合せを重ねています」とあるが、

10 号館が図書館としての十分な強度を備えているのかということについて説明を求め

る。どの程度の重さに耐えられる構造になっているのか、図書館移転のために補強工事

をしたのであればその前後において強度はどのように変化したのか、耐震性は十分な

のかなど、具体的な数値を示して説明せよ。 

 

全理事、および八角図書館長の出席を求める。回答は一週間以内とする。 

以上 


